
20市報なめがた　2020.1.1

　
 情報ひろば

行方市の人口
総　数　34,500 人（－ 24）
　男　　17,215 人（－ 25）
　女　　17,285 人（＋１）
世帯数　12,982 世帯（＋ 20）

令和元年 12月１日現在
※外国人住民を含む
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https://www.youtube.com/
watch?v=IVAUma8WqlM

市役所　開庁時間
平日（月曜～金曜）
　午前８時 30分

～午後５時 15分　
※�休日窓口業務については、　
お問い合わせください。

行方市公式ツイッター
つぶやき中！

市政情報、イベント情報や緊急情報など、
行方市の情報を幅広くつぶやきます。
【問】政策推進室　☎ 0299-72-0811

「なめテレ」　講座の参加者を募集します

　教育委員会委員が、議会の同意を得て市長から任
命されています。
　任期は、令和元年 12 月１日から４年間です。
〇教育委員会委員　大

おおさき
﨑 あい子

こ
 氏

【問い合わせ】総務課（麻生庁舎）☎ 0299-72-0811

教育委員会委員が任命されています

  　 鈴木市長　   大﨑委員　  横田教育長

「なめテレ　オンデマンド」を開設しました
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広
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●北浦クイックステーション ： 行方市山田1301-1

玉造支店  ： 行方市玉造甲337
℡：0299-55-0101

行方市麻生1135-31
℡：0299-72-0551麻生支店  ： ◇土日、祝日の予約施術を受付ます◇

◇高齢者の往診、送迎相談受付ます◇

詳細は行方市ホームページのバナー広告をご覧ください。

柔道整復師・はり師・きゅう師
健康保険・労災保険・各種自由診療
交通事故傷害・疲労回復施術・往診受付

日

予約

休業日 １月１日～３日　paypay・ORIGAMIpay スマホ決済

予約予約

ひとりひとりの豊かな人生　～男女共同参画社会の実現のために～

【問い合わせ】企画政策課（麻生庁舎）☎０２９９－７２－０８１１

「ママの笑顔から始まる男女共同参画」
行方市男女共同参画推進委員会委員　石井 麻美　

　昨年９月に行方市男女共同参画推進委員会の委員に任命され、１年４カ月が経ちました。男女共同参画の意味もよく
わからないまま手探り状態でスタートし、今も日々勉強中です。一緒に活動している委員の仲間は、職種も年代も立場
もさまざまであることから、いろいろな目線で意見を聞くことができ、毎回とても刺激を受けています。これまで委員
として、子育てカフェや鉾田市との交流会などを行ってきました。
　子育てカフェは、子ども、私たち、お母さん・お父さんの３世代が集まり「子ども」をキーワードに意見交換する場
です。自分の親世代の方々と交流する貴重な機会となり、育児のことだけでなく、自分らしく生きていくことについて、
人生の先輩方から多くの話を伺うことができました。印象に残っているのは「今は毎日育児で必死かもしれないけれど、
私たちの頃は、育児はおばあさんがするものという意識もあり、自分たちが関われないこともあった。育児ができる今
がとてもすてきなことだよ」という言葉です。あらためて今の幸せを感じることができました。
　また、鉾田市との交流会は、鉾田市の同じ男女共同参画推進委員会との合同研修会です。鉾田市のさまざまな活動を
知ることができ、私たちの今後の活動にたくさんの発見がありました。鉾田市には「パパの日」「ママの日」という日
を独自に設けて、その日はパパ（夫）やママ（妻）に感謝をするという活動があります。人間関係をつくる基礎である
「感謝の気持ち」を再確認できるとてもいい活動であると感じました。
　普段、仕事や家事、育児をしているのは「当たり前」と思われがちですが、身近な人たちから感謝の気持ちがあるだ
けで温かい気持ちになりますし、幸せな気持ちで取り組むことができます。それが大切な人とのつながりを強くしてい
くための基盤となるのではないでしょうか。私たちの生活の中には「男（女）だからこうあるべき」という考え方がま
だまだ根強く残っており、一度貼られたレッテルをはがすのはかなりの時間を要します。そのためには、一人一人の意
識改革を進めていくことが大切です。男女がお互いを尊重し合い、日々の生活の中でそれぞれの個性や能力を十分に発
揮できるような社会になっていくために、今後も委員会活動を頑張っていこうと考えています。
　なお、委員会活動には、２歳になる息子の翔平も一緒に参加しています。このように子育て中のお母さんが、子ども
と一緒に地域や行政の会議・活動に参加できる機会が増えるとうれしいです。

さまざまな分野で活躍されている行方市男女共同参画推進委員会委員のコラムを隔月でお届けします

行方市男女共同参画推進委員会とは…
本市における男女共同参画社会の実現を目指し

「行方市男女共同参画推進計画」に基づく施策を
総合的かつ効果的に推進するための組織です。

鉾田市との交流会に参加する石井さん 翔平くんも愛車で委員会に参加


